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熱い心で地域を守る

那須
烏山市消防団

　「消防団」名前はよく聞
きますが、実際にどんな活
動をしているか知っていま
すか？火災時の消火活動だ
けではなく、災害時におい
ては、様々な役割を担い、
市民の皆さんの安心・安全
を守っています。
　今月は、消防団の取り組
みや現場で活躍する団員を
紹介します。

消
防
団
は
こ
ん
な
組
織

那 須 烏 山 市 消 防 団

第
１
部
：
仲
町
・
泉
町
・
城
東

第
２
部
：
屋
敷
・
元
田
町

第
３
部
：
鍛
冶
町
・
日
野
町

第
４
部
：
あ
た
ご
・
金
井

第
５
部
：
金
三
・
南
・
高
峰

第
１
部
：
神
長
・
滝

第
２
部
：
野
上

第
３
部
：
向
田
・
落
合

第
１
部
：
宮
原

第
２
部
：
上
境

第
３
部
：
下
境
・
小
原
沢

第
４
部
：
小
木
須

第
５
部
：
大
木
須

第
６
部
：
横
枕

第
７
部
：
大
沢

第
１
部
：
興
野

第
２
部
：
滝
田

第
３
部
：
中
山
・
八
ケ
平
・
平
野

第
４
部
：
谷
浅
見

第
５
部
：
大
桶
・
白
久

第
１
部
：
藤
田

第
２
部
：
三
箇

第
３
部
：
下
川
井

第
４
部
：
上
川
井

第
１
部
：
志
鳥
下
・
中

第
２
部
：
志
鳥
中
・
上

第
３
部
：
熊
田

第
４
部
：
月
次
・
大
金
台

第
１
部
：
南
大
和
久

第
２
部
：
小
倉
・
宇
井

第
３
部
：
田
野
倉
・
岩
子

第
４
部
：
大
金
・
東
原
・

　
　
　
　
小
河
原
・
高
瀬

第
５
部
：
鴻
野
山
・
芦
生
沢
・

　
　
　
　
こ
ぶ
し
台

第
６
部
：
小
白
井
・
西
野

第
１
部
：
小
塙
・
森
田
・
輪
之
内

第
２
部
：
大
里
・
曲
田

第
３
部
：
曲
畑

第
４
部
：
八
ケ
代

第
５
部
：
福
岡

第
１
分
団　

第
２
分
団

第
３
分
団

第
４
分
団

第
５
分
団

第
６
分
団

第
７
分
団

第
８
分
団

女
性
部

2広報なすからすやま 2０20.12
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消
防
団
の
活
動

　

消
防
団
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
と

同
様
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機

関
で
す
。
地
域
に
お
け
る
消
防
・
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
・
非
常

時
を
問
わ
ず
そ
の
地
域
に
密
着
し
、
住

民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
仕
事
は
、
消
火
活
動
な
ど

の
ほ
か
、
春
と
秋
の
火
災
予
防
週
間
が

消
防
署
員
と
消
防
団
員

の
違
い
っ
て
？

　

さ
て
、
み
な
さ
ん
、
火
災
や
事
故
、

急
病
な
ど
で
出
動
す
る
タ
ン
ク
付
き
の

消
防
車
や
救
急
車
は
ご
存
知
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ら
で
出
動
し
て
い
る
の
は
常

備
消
防
と
い
っ
て
、
消
防
署
に
勤
務
し

て
い
る
消
防
署
員
で
す
。
一
方
、
江
戸

時
代
の
火
消
し
に
由
来
す
る
消
防
団
は

あ
り
ま
す
。
期
間
中
は
、
毎
夜
、
各
部

が
指
定
エ
リ
ア
を
消
防
車
で
巡
回
し
、

火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

昔
は
、
地
域
の
人
が
拍
子
木
を
鳴
ら

し
な
が
ら「
カ
チ
ッ
カ
チ
ッ
火
の
用
心
」

と
夜
回
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、

夜
に
「
カ
ー
ン
・
カ
ー
ン
」
と
鐘
の
音

が
し
て
き
た
ら
消
防
団
が
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
巡
回
し
て
い
る
合

図
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
防
災
訓
練
や
各
地

の
お
祭
り
の
警
備
、
花
火
大
会
の
放
水

非
常
備
消
防
と
い
っ
て
、
会
社
員
な
ど

別
の
仕
事
を
し
な
が
ら
活
動
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
現
場
に
駆
け
つ
け
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
と
も

い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
、
女
性
の
消
防
団
員

も
増
加
し
て
お
り
、
消
防
活
動
の
ほ
か
、

地
域
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
の
広
報

活
動
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ

の
防
火
訪
問
、
応
急
手
当
の
普
及
指
導

な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
は
、
約
2
2
0
0
も
の
消
防

団
が
あ
り
、
全
消
防
団
員
数
は
約　

万
83

人
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
、
約
2
万
6

6
0
0
人
が
女
性
消
防
団
員
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

火
事
の
時
に
は

消
防
署
だ
け
で
十
分
？

　

消
防
団
は
、
住
宅
火
災
の
消
火
活
動

だ
け
で
な
く
、
広
範
囲
の
山
火
事
の
消

火
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
災
害
時
の

要
介
護
者
の
救
助
、
水
難
事
故
・
自
然

災
害
時
の
救
助
な
ど
様
々
な
活
動
に
備

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
時
に
は
、
放
水
し
て
消

火
す
る
ほ
か
、
消
防
署
の
消
防
車
に
給

水
し
た
り
、
消
火
栓
の
な
い
と
こ
ろ
で

は
た
め
池
や
川
な
ど
か
ら
水
を
確
保
し

た
り
す
る
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
混
雑
し
た
現
場
で
は

交
通
誘
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。

火
事
や
災
害
の
時
に

頼
り
に
な
る
の
は
？

　

市
内
で
は
、
こ
こ
数
年
毎
年
の
よ
う

に
多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

（
5
ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
）

　

ま
た
、
台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震
な

ど
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

住
民
の
避
難
誘
導
や
災
害
が
広
が
る
の

を
防
ぐ
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年　

月
、
市
内
に
大
き
な
被
害
を
も

10

た
ら
し
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
父
の
背
中
を
見
て
成
長
し
て
き
た

た
め
、
地
元
に
い
た
ら
消
防
団
に
入
る
も
の
と
何
の
た

め
ら
い
も
な
く
入
団
し
ま
し
た
。
中
学
3
年
生
の
時
に

少
年
消
防
隊
が
で
き
、
入
隊
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

2
年
生
か
ら
し
か
入
隊
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
た

こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
縦
社
会
で
規
律
が
厳
し
い
も
の
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な

く
、
活
動
を
重
ね
て
い
く
中
で
自
然
と
関
係
性
が
持
て
、

堅
苦
し
く
な
い
も
の
で
し
た
。
入
団
し
て
世
代
を
超
え

た
出
会
い
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

自
分
に
と
っ
て
財
産
に
な
り
、
多
発
す
る
大
災
害
を
経

験
し
た
若
い
団
員
は
、
防
災
意
識
も
高
く
協
力
的
で
頼

れ
る
世
代
を
超
え
た
仲
間
で
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
消
防
団
は
、
地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
活
動
服
に
着
替
え
る
と
、
気
持
ち
が

切
り
替
わ
り
、
責
任
感
が
湧
き
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

な
る
べ
く
詰
所
に
集
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
た
め
、

団
員
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
つ
つ
、
や
る
気
を
さ
げ
な

い
よ
う
、
こ
ま
め
に
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
の
工
夫
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

市
外
で
働
く
人
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
団
員
数
が

ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
は
操
法

の
朝
練
習
が
つ
ら
そ
う
と
か
厳
し
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
朝
練
習
は
2
年
に
1
回
の
大
会
前
の
2

か
月
間
ほ
ど
で
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
す
か

ら
誰
で
も
気
軽
に
入
団
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

地
域
の
人
も
、
火
災
や
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
情
報

を
く
れ
、
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

期
待
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

父の背父の背中中を見てを見て
　　　消消防団員防団員にに
第第　分団分団長長　齋藤政彦88

Interview

さん

対
応
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
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消
防
団
の
組
織

　

市
消
防
団
は
、
現
在
、
烏
山
地
区
の

第
1
分
団
（
5
部
）、
向
田
地
区
の
第
2

分
団
（
3
部
）、
境
地
区
の
第
3
分
団
（
7

部
）、
七
合
地
区
の
第
4
分
団（
5
部
）、
下

江
川
地
区
の
第
5
分
団
（
4
部
）
と
第
6

分
団
（
4
部
）、
荒
川
地
区
の
第
7
分
団

（
6
部
）
と
第
8
分
団
（
5
部
）、
そ
し
て

女
性
部
（
1
部
）
の
8
分
団　

部
で
組
織

40

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
各
部
（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
は
、

ポ
ン
プ
自
動
車
ま
た
は
小
型
ポ
ン
プ
積

載
車
（
通
称
：
可
搬
）
が
配
備
さ
れ
て
い
ま

消
火
活
動
の
正
確
さ
や

速
さ
を
競
う
操
法
大
会

　

消
火
活
動
の
動
作
の
基
本
と
な
る
操

作
の
正
確
さ
や
機
敏
さ
を
競
う
市
の
操

法
大
会
は
、
2
年
に
1
回
開
催
さ
れ
ま

す
。
大
会
に
は
全
て
の
部
が
参
加
し
、

各
部
が
練
習
を
重
ね
た
成
果
を
発
揮
し

ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
ポ
ン
プ
車
の
部
・
小
型

ポ
ン
プ
の
部
の
上
位
2
チ
ー
ム
が
南
那

須
支
部
大
会
へ
進
み
、
那
珂
川
町
の
上

位
2
チ
ー
ム
を
含
め
た
各
4
チ
ー
ム
で

　

自
宅
の
近
く
で
爆
発
を
伴
う
火
災
が
あ
り
、
火
災
現

場
で
活
躍
す
る
知
り
合
い
を
見
て
、
自
分
も
地
域
の
た

め
に
活
動
し
た
い
と
思
い
自
ら
入
団
し
ま
し
た
。
会
社

や
家
族
の
理
解
・
協
力
も
あ
り
、
消
防
団
の
活
動
は
も

う
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

「
東
日
本
大
震
災
」
で
す
。
仕
事
の
都
合
で
詰
所
へ
す

ぐ
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ず
、
遅
れ
て
行
っ
た
の
で
す

が
、
詰
所
の
近
く
の
信
号
機
が
停
電
し
た
交
差
点
で
交

通
整
理
を
す
る
団
員
を
見
か
け
ま
し
た
。
自
分
は
す
ぐ

に
駆
け
付
け
ら
れ
ず
申
し
訳
な
い
と
思
う
と
と
も
に
、

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
す
る
団
員

の
姿
に
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
1
分
団
に
は
こ
こ
数
年
、
山
あ
げ
祭
の
若
衆
の
つ

な
が
り
な
ど
か
ら
若
い
人
が
率
先
し
て
入
団
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

有
事
の
際
に
は
、
他
の
団
員
が
私
の
到
着
前
に
活
動

を
始
め
て
い
て
、
そ
の
迅
速
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
、
と
て
も
心
強
く
頼
り
に
な
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
が
普
及
し
て
い
な
い
頃
、
家
族
で
出
か
け

よ
う
と
車
に
乗
っ
た
時
に
サ
イ
レ
ン
を
聞
き
、
出
動
す

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
子
ど

も
た
ち
に
は
恨
ま
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
姿

を
み
た
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
地
元
に
い
る
な
ら
ば

消
防
団
に
入
り
た
い
と
2
人
の
息
子
が
入
団
し
て
く
れ

た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
分
が
受
け
継
い
だ
伝
統
を
絶
や
さ
ず
、

次
の
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

消防団消防団活活動は動は
　　　生生活の一活の一部部
第第　分団分団長長　川俣知孝11 さん

　

号
）に
お
け
る
消
防
団
の
活
躍
は
記
憶

19に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

い
ざ
と
い
う
時
に
、
地
域
の
特
性
や
現

状
を
知
っ
て
い
る
消
防
団
は
、
と
て
も

頼
り
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

23

地
震
発
生
後
各
地
域
の
巡
回
や
土
砂
崩

れ
現
場
の
土
砂
撤
去
、交
通
規
制
な
ど

団
員
が
不
眠
・
不
休
の
活
動
を
続
け
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風

第　

号
）
で
は
、
河
川
の
巡
回
警
戒
に
加

19え
、
さ
ら
に
水
位
が
上
が
っ
て
き
た
際

は
避
難
誘
導
・
避
難
補
助
、
河
川
が
氾

濫
し
た
際
は
、
二
次
被
害
を
防
ぐ
た
め

道
路
の
交
通
規
制
、
水
が
引
い
た
後
の

道
路
の
泥
の
撤
去
な
ど
を
行
い
、
災
害

の
前
後
に
わ
た
っ
て
幅
広
い
活
動
に
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。

す
。
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
ポ
ン
プ
が
車

両
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
た
め
操
作
が

し
や
す
く
、
か
つ
、
多
く
の
水
を
放
水

で
き
ま
す
。
一
方
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載

車
は
、
車
載
さ
れ
て
い
る
小
型
ポ
ン
プ

を
お
ろ
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
置
く
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
ポ
ン
プ
自
動
車
が

入
れ
な
い
場
所
な
ど
で
力
を
発
揮
し
ま

す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
様
々
な
活
動
が
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
有
事
の
際
に
は
い

つ
で
も
出
動
で
き
る
よ
う
各
部
ご
と
に

車
両
の
点
検
や
防
火
水
槽
の
チ
ェ
ッ
ク

競
い
、
そ
こ
で
1
位
と
な
っ
た
部
が
県

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
第
5

分
団
第
1
部
（
藤
田
）、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
第
4
分
団
第
3
部
（
中
山
・
八
ケ
平
・

平
野
）
が
県
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

訓
練
も
充
実

　

市
の
操
法
大
会
が
な
い
年
に
は
、
栃

木
県
烏
山
土
木
事
務
所
や
（
一
社
）
栃
木

県
建
設
業
協
会
、
大
桶
自
主
防
災
組
織

な
ど
の
協
力
の
も
と
大
桶
運
動
公
園
で

水
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。
実
際
に
水
害

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
初
動
訓

練
や
大
型
土
の
う
作
り
・
設
置
、
倒
木

撤
去
、
ロ
ー
プ
を
結
ぶ
結
束
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
分
団
で
は
、
A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
訓
練
や
消
火
活

動
の
際
の
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぐ
中
継
訓
練

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

有
事
の
際
の
消
防
団

　

消
防
団
は
、
大
雨
や
河
川
が
増
水
し

た
際
に
河
川
巡
回
や
詰
所
待
機
の
対
応

を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
水
位
が
上
が
っ
た
際
は
、
避
難
誘

導
・
避
難
補
助
や
交
通
規
制
な
ど
を
行

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Interview
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い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雨
が
降
り
、
土
砂
崩
れ
や

浸
水
の
被
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に

も
土
砂
除
去
や
排
水
作
業
を
行
っ
て
い

る
夏
季
点
検
と
通
常
点
検
で
は
、
車
両

の
動
作
確
認
も
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
放
水
ま
で
行
う
こ
と
で
、
車
両
や
装

備
品
に
異
常
が
な
い
か
を
確
認
し
万
全

な
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
は
消
防
団

に
ま
で
影
響

　

市
消
防
団
の
定
員
数
は
、
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
の

波
は
、
消
防
団
に
も
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
。
平
成
の
大
合
併
時
の
平
成　
18

年
は
定
員
数
6
6
0
人
の
と
こ
ろ
実
員

数
6
6
1
人
で
し
た
が
、
現
在
は
、
定

員
数
6
2
9
人
の
と
こ
ろ
実
員
数
5
9

8
人
と　

年
間
で
定
員
数
が　

人
、
実

13

31

員
数
が　

人
減
少
し
、
定
員
に
達
し
て

63

い
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
実
員
数
の

5
9
8
人
の
中
に
は
、
会
社
勤
め
な
ど

の
団
員
が
平
日
の
昼
間
な
ど
に
発
生
し

た
災
害
時
に
出
動
で
き
な
い
場
合
に
、

迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

消
防
団
O
B
の
支
援
団
員
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
新
入
団
員
の

確
保
が
難
し
い
部
で
は
、
大
幅
に
定
員

が
足
り
な
い
う
え
、
最
年
少
が　

代
と

40

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
部
も
あ
り
、
今

後
の
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

設
備
の
確
認
も
万
全
！

　

消
防
団
で
は
、
消
火
活
動
を
す
る
時

に
重
要
な
防
火
水
槽
の
確
認
作
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

防
火
水
槽
と
は
、
消
火
栓
が
近
く
に

な
い
場
合
で
も
消
火
活
動
が
行
え
る
よ

う　

～　

ト
ン
の
水
を
貯
留
し
て
お
く

30

50

も
の
で
、
市
内
に
は
約
5
0
0
基
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
業
で
は
、
防
火
水
槽
の
水
が
き
ち

ん
と
入
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
防
火
水

槽
が
破
損
し
水
が
抜
け
て
い
な
い
か
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
7
月
と　

月
に
開
催
す

11

団
員
に
な
る
に
は
？

　

団
員
に
な
る
た
め
の
4
つ
の
条
件
は
、

「
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
人
」、「　

歳
以
上　

歳
未
満

18

50

の
人
」、「
心
身
共
に
健
康
な
人
」、「
6

か
月
以
上
に
わ
た
り
居
住
地
を
離
れ
て

生
活
す
る
こ
と
が
な
い
人
」
で
す
。
し

か
し
、「
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
人
」、「
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

処
分
の
日
か
ら
2
年
を
経
過
し
な
い

人
」
は
、
団
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

消
防
団
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
市
役

所
総
務
課
（
緯
0
2
8
7

－　

－

1
1
1
7
）

83

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
域
か
ら
消
防
団
へ

支
援
の
輪

　

消
防
団
員
に
な
る
と
、「
栃
木
県
消

防
団
応
援
の
店
」で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
ま
す
。こ
れ
は
、
消
防
団
員
や
そ
の
家

族
な
ど
を
対
象
に
登
録
店
舗
で
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

本
市
に
も
登
録
店
舗
が
あ
り
、
ま
た
、

県
内
の
他
の
市
町
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
団
員
の

皆
さ
ん
は
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
店
舗

も
併
せ
て
募
集
中
で
す
。

火災発生件数と消防団出動数

火災発生件数
平成27年

20回

13回

20回

15回

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年
消防団出動数

0

5

10

15

20

25

18回18回18回

12件
9件

16件 16件
18件

分
団
長
に
聞
い
た
！

あ
り
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
一
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
世
帯
が

増
え
て
い
る
こ
と
で
、
消
防
団
員
の
置
か
れ
る
環
境
に
も
変
化

が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
日
中
の
火
災
な
ど
は
支
援
団

員
の
存
在
が
大
き
く
、
初
動
そ
し
て
駆
け
付
け
た
団
員
へ
引
き

継
ぎ
と
連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
経
験
者
か
ら
若
い
団

員
へ
技
術
と
経
験
を
継
承
し
、
更
な
る
防
火
・
防
災
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

○
第
2
分
団
（
神
長
・
滝
・
野
上
・
向
田
・
落
合
）

　

第
2
分
団
は
、
荒
井
裕
明
分
団
長
、
小
林
輝
幸
副
分
団
長
を

中
心
に
、
3
部　

人
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
他
の
分
団
と
比
べ

44

消
防
団
の
あ
れ
こ
れ

　

各
分
団
に
、
出
動
す
る
範
囲
や
活
動
、
特
徴
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
。
全
8
分
団
と
女
性
部
を
一
挙
紹
介
し
ま
す
。

○
第
1
分
団
（
仲
町
・
泉
町
・
城
東
・
屋
敷
・
元
田
町
・
鍛
冶
町
・
日
野
町
・

あ
た
ご
・
金
井
・
金
三
・
南
・
高
峰
）

　

第
1
分
団
は
、
川
俣
知
孝
分
団
長
、
関
口
正
美
副
分
団
長
を

中
心
に
、
5
部
1
0
1
人
で
組
織
し
て
お
り
、
出
動
範
囲
は
烏

山
地
区
全
域
で
す
。

　

市
街
地
に
属
す
る
第
1
分
団
は
、
近
年
、
若
い
人
の
入
団
も

ま
す
。
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理
解
し
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う

に
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
部
も
祭
礼
な
ど
地

域
の
行
事
や
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
市
消

防
団
随
一
の
大
所
帯
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
住
民
が
、
安
心
で

安
全
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
第
3
分
団
の
大
き
な
課
題
は
「
団
員
の
確
保
」
で
す
。
少

子
高
齢
化
に
よ
り
団
員
の
数
が
減
っ
て
お
り
、
新
し
い
力
が
必

要
で
す
。
あ
な
た
も
第
3
分
団
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
第
4
分
団
（
興
野
・
滝
田
・
中
山
・
八
ケ
平
・
平
野
・
谷
浅
見
・
大
桶
・
白
久
）

　

第
4
分
団
は
、
田
島
信
秀
分
団
長
、
伊
藤
光
孝
副
分
団
長
を

中
心
に
、
5
部　

人
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

74

　

火
災
や
水
害
な
ど
に
よ
る
出
動
以
外
に
も
「
地
域
貢
献
」
の

た
め
、
防
災
訓
練
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
消
防
操
法
大
会
に
も
力
を
入
れ
、
市
の
大
会
で
は
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
・
ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
勝
・
準
優
勝
す
る
な
ど
、
支

部
大
会
の
常
連
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
第
2
部
の
消
防
車
が
更
新
と
な
り
、
団
員

も
気
持
ち
を
新
た
に
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
意
気
込

ん
で
い
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
は
、
仲
間
と
協
力
し
、
家
族
や
地
域
の
人
命
・

財
産
を
守
る
活
動
で
す
。
地
域
の
た
め
に
活
動
し
た
い
人
、
交

流
の
幅
を
広
げ
た
い
人
の
入
団
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
第
5
分
団
（
藤
田
・
三
箇
・
下
川
井
・
上
川
井
）

　

第
5
分
団
は
、
齊
藤
幹
生
分
団
長
、
川
越
敏
浩
副
分
団
長
を

中
心
に
、
4
部　

人
で
組
織
し
て
お
り
、
出
動
範
囲
は
南
那
須

67

地
区
全
域
お
よ
び
隣
接
す
る
さ
く
ら
市
の
一
部
で
す
。

　

第
5
分
団
は
、
熱
い
思
い
と
と
も
に
、
地
域
の
生
命
・
財
産

を
守
っ
て
い
ま
す
。
2
年
に
1
度
行
わ
れ
る
市
消
防
操
法
大
会

で
は
、
幾
度
も
県
大
会
に
出
場
し
、
前
回
の
県
大
会
で
は
3
位

の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
台
風
第　

号
の
出
動

19

も
江
川
、
荒
川
の
両
方
を
抱
え
、
一
致
団
結
し
て
危
機
を
乗
り

越
え
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
分
団
内
の
個

性
あ
る
団
員
達
に
支
え
ら
れ
、
第
5
分
団
は
全
力
前
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
個
性
的
な
団
員
の
入
団
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
第
6
分
団
（
志
鳥
・
熊
田
・
月
次
・
大
金
台
）

　

第
6
分
団
は
、
柳
沢
充
範
分
団
長
、
池
尻
雅
洋
副
分
団
長
を

中
心
に
、
4
部　

人
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
市
の
北
部
を
担
当

52

し
て
い
る
た
め
、
さ
く
ら
市
、
那
珂
川
町
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
活
動
範
囲
は
市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
れ
に
応
援

で
市
外
へ
出
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
第
6
分
団
で

す
が
、
団
員
確
保
が
難
し
く
、
支
援
団
員
の
協
力
を
得
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
志
鳥
、
熊
田
、
月
次
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
皆
さ
ん
、
自
分
の
ま
ち
を
一
緒
に
守
り
ま
せ
ん
か
？

○
第
7
分
団
（
南
大
和
久
・
小
倉
・
宇
井
・
田
野
倉
・
岩
子
・
大
金
・
東
原
・

小
河
原
・
高
瀬
・
鴻
野
山
・
芦
生
沢
・
こ
ぶ
し
台
・
小
白
井
・
西
野
）

　

第
7
分
団
は
、
内
藤
一
貴
分
団
長
、
佐
藤
操
副
分
団
長
を
中

心
に
、
6
部　

人
で
組
織
し
て
お
り
、
出
動
範
囲
は
南
那
須
地

79

区
全
域
お
よ
び
隣
接
地
区
で
す
。

　

火
災
・
災
害
な
ど
の
有
事
へ
の
対
応
や
防
災
活
動
以
外
に
も

「
地
域
密
着
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
市
民
秋
ま
つ
り
花
火
大
会
の
警

備
、
ど
ん
ど
焼
き
、
地
域
防
災
訓
練
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
第
2
部
に
消
防
庁
よ
り
消
防
車
が
貸
与
さ
れ
、
よ

り
一
層
活
動
の
幅
が
広
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
は
家
族
を
愛
し
、
仲
間
を
愛
し
、
地
域
を
愛
す

る
気
持
ち
、
そ
の
先
に
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
た

め
に
活
動
し
た
い
人
、
交
流
の
幅
を
広
げ
た
い
人
の
入
団
を
団

員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
第
8
分
団
（
小
塙
・
森
田
・
輪
之
内
・
大
里
・
曲
田
・
曲
畑
・
八
ケ
代
・
福
岡
）

　

第
8
分
団
は
、
齋
藤
政
彦
分
団
長
、
小
西
達
也
副
分
団
長
を

中
心
に
5
部　

人
で
組
織
し
て
お
り
、
出
動
範
囲
は
荒
川
地
区
、

72

滝
、
向
田
、
落
合
、
隣
接
す
る
市
貝
町
、
高
根
沢
町
の
一
部
で

す
。

　

団
員
は
、
会
社
員
、
農
家
、
職
人
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

働
く
人
達
で
、
時
間
も
習
慣
も
違
い
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
定
例
会
な
ど
の
集
ま
り
で
は
機
材
の
点
検
や
掃
除
、

て
も
部
の
数
が
少
な
い
中
で
、
那
珂
川
、
荒
川
、
江
川
の
3
河

川
を
抱
え
、
大
雨
時
は
河
川
の
巡
視
、
見
守
り
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
第
2
分
団
の
団
員
は
、
歌
が
プ
ロ
並
み
に
上
手
な
人
、

お
酒
が
大
好
き
な
人
、
ア
イ
ド
ル
が
大
好
き
な
人
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
の
よ
う
に
愛
さ
れ
て
い
る
人
な
ど
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
豊
富
で
す
。

部
の
数
は
少
な
い
で
す
が
、
横
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
集
ま
れ

ば
た
わ
い
も
な
い
話
で
盛
り
上
が
り
、
3
部
合
同
で
懇
親
会
を

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

定
員
が
足
り
な
い
状
況
で
、
新
し
い
力
が
必
要
で
す
。
優
し

く
気
さ
く
な
人
が
多
い
の
で
、
第
2
分
団
エ
リ
ア
に
住
ん
で
い

る
君
、
一
緒
に
楽
し
く
消
防
団
活
動
を
や
ら
な
い
か
い
？

○
第
3
分
団（
宮
原
・
上
境
・
下
境
・
小
原
沢
・
小
木
須
・
大
木
須
・
横
枕
・
大
沢
）

　

第
3
分
団
は
、
山
村
優
一
分
団
長
、
岡
山
哲
也
副
分
団
長
を

中
心
に
、
7
部　

人
で
組
織
し
て
お
り
、
出
動
範
囲
は
、
烏
山

89

地
区
、
境
地
区
で
す
。

　

第
3
分
団
は
、
担
当
エ
リ
ア
が
広
い
た
め
、
地
区
の
特
色
を

分団長の皆さん
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国
内
の
感
染
者
は
、　

月
下
旬
ま
で

10

は
1
日
当
た
り
5
0
0
人
余
り
だ
っ
た

の
が
お
よ
そ
半
月
の
間
に
急
増
加
し
、

　

月　

日
松

に
は
1
7
3
6
人
と
な
り

11

14

ま
し
た
。
1
週
間
の
平
均
で
も
お
よ
そ

1
4
0
0
人
と
な
り
、
7
月
〜
8
月
に

起
き
た
2
度
目
の
感
染
拡
大
の
ピ
ー
ク

を
上
回
る
勢
い
で
す
。

　

東
京
都
で
は
、　

日
昌

に
1
日
あ
た

18

り
過
去
最
多
と
な
る
4
9
3
人
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
4
日
連
続
で

過
去
最
多
を
更
新
。
感
染
拡
大
が
収
ま

ら
な
い
こ
と
か
ら
4
段
階
の
う
ち
最
も

高
い
警
戒
レ
ベ
ル
4
へ
と
引
き
上
げ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、　

日
松

に
は
、
全
国

28

同
時
に
注
意
力
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、

聴
覚
が
鈍
り
、
大
き
な
声
に
な
り
や
す

い
で
す
。
加
え
て
、
回
し
飲
み
や
箸
の

共
用
な
ど
は
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。

②
大
人
数
や
長
時
間
に
及
ぶ
飲
食

　

長
時
間
の
飲
食
や
接
待
を
伴
う
飲
食
、

深
夜
の
は
し
ご
酒
は
、
短
時
間
の
食
事

に
比
べ
て
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

③
マ
ス
ク
無
し
で
の
会
話

　

マ
ス
ク
を
せ
ず
近
距
離
で
会
話
を
す

る
こ
と
で
、
飛
沫
感
染
や
マ
イ
ク
ロ
感

染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

④
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

　

長
時
間
に
わ
た
り
閉
鎖
空
間
が
共
有

さ
れ
て
い
る
た
め
、
感
染
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。

⑤
居
場
所
の
切
り
替
わ
り

　

仕
事
で
休
憩
時
間
に
入
っ
た
時
な
ど

居
場
所
が
切
り
替
わ
る
と
、
気
の
緩
み

や
環
境
の
変
化
に
よ
り
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

火
災
予
防
の
た
め
の
巡
回
を
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
、
和
気
あ

い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
火
災
現
場
で
は
、
荒
れ
狂
う

炎
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
勇
敢
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。

　

第
8
分
団
に
は
揃
い
の
T
シ
ャ
ツ
が
あ
り
、
背
中
に
は
こ
ん

な
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
小
僧
の
頃
は
見
栄
張
っ
て
意

地
と
気
合
で
風
切
っ
た
、
そ
れ
で
も
今
は
こ
の
町
で
意
地
と
気

合
で
火
を
消
し
て
、
8
分
団
を
背
負
っ
て
い
き
な
野
郎
で
ご
ざ

い
ま
す
」
私
た
ち
は
こ
の
言
葉
と
共
に
消
防
団
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
を
日
頃
か
ら
考
え
、
訓
練
し
、
地
域
防
災
の
要
と
し

て
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
粋
な
野
郎
で
あ
る
た
め
に
！

○
女
性
部

　

平
山
寿
子
部
長
を
中
心
に　

人
で
組
織
し
て
お
り
、
活
動
範

16

囲
は
市
内
全
域
で
す
。

　

主
に
消
火
活
動
の
補
助
、
広
報
活
動
お
よ
び
巡
回
警
備
を
し

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
第　

回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
、
5

23

20

位
に
入
賞
し
た
ほ
か
、
個
人
賞
を
受
賞
し
た
団
員
も
い
ま
す
。

今
後
は
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
取
得
も
計
画
し
て
お
り
、
消

防
・
防
災
の
活
動
の
ほ
か
救
護
活
動
に
も
取
り
組
み
、
よ
り
一

層
み
な
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

女
性
団
員
は
ま
だ
ま
だ
募
集
中
で
す
！

で
新
た
に
2
6
8
4
人
と
過
去
最
多
を

更
新
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
7
日
連
続
で
最
多
を
更
新

し
て
い
た
重
症
者
数
は
、　

日
掌

に
4

29

6
2
人
と
な
り
、
治
療
に
必
要
な
医
療

従
事
者
や
集
中
治
療
室
な
ど
が
ひ
っ
迫

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
染
者
数
が
大
幅
に
増
加
し

た
札
幌
市
と
大
阪
市
で
は
、
国
の
「
G

o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
」
の
対
象
か
ら
一
定

期
間
除
外
す
る
こ
と
を　

日
昇

に
決
定
。

24

東
京
都
で
も
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
の
G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
の
利
用

自
粛
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

栃
木
県
で
は
、　

月
以
降
、
感
染
者

10

数
は
少
人
数
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
増
加
し
、　

日
昇

に
は
直
近
1

24

①
飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
な
ど

　

飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と

　

ま
ず
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
最
寄
り

の
医
療
機
関
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
連
絡
が
で
き
な
い
場
合
は
、
受

診
・
相
談
セ
ン
タ
ー（
緯
0
5
7
0−

0
5
2

−

0
9
2
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
診
療
・
検
査
医
療
機
関
を
案
内
し
ま
す
。

※
検
査
の
可
否
は
、
医
師
が
判
断
し
ま
す
。

全
国
で
3
度
目
の
感
染
拡
大

全
国
へ
広
が
る
感
染

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る

5
つ
の
場
面

①
身
体
的
距
離
を
確
保
し
ま
し
ょ
う

②
マ
ス
ク
の
着
用
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

③
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

④
換
気
と
加
湿
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

⑤
3
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を
回
避
し

ま
し
ょ
う

⑥
適
切
な
運
動
や
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

⑦
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

発
熱
な
ど
が
あ
る
場
合
は

冬
の
感
染
防
止
対
策

〜
7
つ
の
キ
ホ
ン
〜

新型コロナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

県
内
で
も
新
た
に
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

週
間
の
感
染
者
が
過
去
最
多
の　

人
に

59

な
り
、　

月
1
日
昇

に
は
老
人
福
祉
施

12

設
で
初
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。
翌
2

日
昌

に
も
続
け
て
別
の
高
齢
者
施
設
で

　

例
目
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
ま
し

11た
。　

月
3
日
昭

現
在
の
県
内
感
染
者

12

数
は
7
0
2
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

感
染
経
路
不
明
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、

県
で
は
警
戒
度
を
4
段
階
で
上
か
ら
2

番
目
の
「
感
染
厳
重
注
意
」
に
引
き
上

げ
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
要
請
し

て
い
ま
す
。
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り
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

昭
和　

年
か
ら
は
、
副
団
長
に
就
任
し
、

57

火
災
や
災
害
な
ど
の
場
面
で
先
頭
に

立
っ
て
団
員
を
指
揮
し
て
き
ま
し
た
。

　

消
防
設
備
の
拡
充
や
各
種
教
育
訓
練

指
導
な
ど
、
消
防
団
発
展
の
た
め
に
尽

　

今
年
の
秋
の
叙
勲
で
、
小
濱
克
已
さ

ん
（
大
里
）
が
消
防
功
労
で
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

　

小
濱
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に
旧
南
那

36

須
村
消
防
団
に
入
団
し
、
地
域
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め　

年
に
わ
た

35

　

秋
の
叙
勲

小
濱
さん

が
瑞
宝
単
光
章

齊
藤
さ
ん
（
左
）
と
高
倉
さ
ん
（
右
）

力
し
て
き
た
小
濱
さ
ん
。
各

分
団
車
両
へ
の
消
防
無
線
受

令
機
の
配
備
や
火
災
出
動
区

分
の
導
入
に
よ
り
、
消
防
の

連
絡
手
段
の
合
理
化
を
図
り
、

以
前
よ
り
も
迅
速
な
消
火
活

動
を
可
能
と
し
た
ほ
か
、
幹

部
教
育
や
新
入
団
員
、
一
般

団
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
、
自
ら
規
律
訓
練
や
教
育
訓
練
の

教
官
と
な
る
な
ど
、
団
員
の
育
成
指

導
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成　

年
か
ら
は
南
那
須
町
議
会
議

11

員
を
務
め
る
な
ど
、
消
防
団
を
引
退

し
た
後
も
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

小
濱
さ
ん
は
「
当
時
は
火
災
の
発

生
頻
度
が
高
く
、
夜
間
に
出
動
す
る

こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
大
変
だ
っ
た

が
、
団
員
と
協
力
し
て
活
動
し
た
一

つ
ひ
と
つ
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て

い
る
。
消
防
団
活
動
を
長
く
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
家
族
や
消
防

団
員
な
ど
周
り
の
人
た
ち
が
支
え
て

く
れ
た
お
か
げ
」
と
周
囲
へ
の
感
謝

と
と
も
に
、
受
章
の
喜
び
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

地
域
安
全
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

荒
川
小
4
年
の
増
渕
仁
希
人
さ
ん（
八
ケ

代
）
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
に
お
け
る
犯
罪
や
交

通
に
関
す
る
危
険
箇
所
な
ど
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
栃
木
県
防
犯
協
会
が
県

警
察
本
部
と
共
催
で
募
集
し
た
も
の
で
、

増
渕
さ
ん
の
作
品
は
1
1
4
3
点
の
応

募
の
中
か
ら
最
上
位
の
金
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
地
域
安
全
マ
ッ
プ
に
は
、
荒

川
小
学
校
周
辺
の
危
険
な
場
所
や
こ
ど

も
1
1
0
番
の
家
、
避
難
所
、
A

E
D
の
設
置
場
所
の
ほ
か
、
道
路

標
識
、
防
犯
標
語
な
ど
も
分
か
り

や
す
く
描
か
れ
て
お
り
、
各
場
所

の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

増
渕
さ
ん
は
「
交
通
事
故
で
人

が
亡
く
な
る
こ
と
を
防
ぎ
た
い
と

思
い
、
こ
の
地
域
安
全
マ
ッ
プ
を

作
っ
た
。
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
学
校
周

辺
を
実
際
に
歩
い
て
危
険
な
と
こ
ろ
を

見
つ
け
た
り
、
道
路
標
識
の
細
か
い
と

こ
ろ
を
丁
寧
に
描
い
た
り
し
た
の
で
、

受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

増
渕
さん

が
地
域
安
全
マ
ッ
プ
で
金
賞

　
　

月　

日
晶

、「
烏
山
線
ア
キ
ュ
ム

10

30

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
烏
山

公
民
館
で
開
か
れ
、
烏
山
小
3
年
の
齊

藤
大
貴
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
烏
山
線
桜
並
木
鉄

道
大
作
戦
実
行
委
員
会
（
小
堀
恵
美
子
会

長
）
が
J
R
烏
山
線
を
走
る
「
ア
キ
ュ

ム
」
を
広
く
周
知
し
、
市
の
発
展
や
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
愛
を
育

ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。
7
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、
市

内
4
小
学
校
や
南
那
須
特
別
支
援
学
校

ア
キ
ュ
ム
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

齊
藤
さん

が
最
優
秀
賞
に
輝
く

クマ出没！　時間半の激闘3
　11月20日晶、南大和久地内でクマが目撃され、
警察署員や消防署員、市職員らが出動しました。
　篠やぶに潜んでいたクマは、人の気配を感じて高
さ約10mの栗の木に登りましたが、大捕り物の末、
発見から約　時間半が過ぎた午後　時50分に捕獲3 3
されました。クマの体長は60㎝、体重は20㎏ほど
でした。
　住民に被害はなく、無事にクマが捕獲されたこと
に、集結した人々は安堵の表情を見せていました。

木に登ったク木に登ったクママ

捕獲の様捕獲の様子子
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小
学
部
の
児
童
か
ら
1
8
5
点
の
応
募

が
あ
り
、
齊
藤
さ
ん
の
ほ
か
、
市
長
賞

に
同
支
援
学
校
6
年
の
内
藤
雪
杜
さ
ん
、

教
育
長
賞
に
烏
山
小
2
年
の
高
倉
杏
さ

ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
山
あ
げ
祭
の
舞
台
に
立
ち
、

踊
り
を
奉
納
し
て
い
る
齊
藤
さ
ん
は
、

「
山
あ
げ
祭
で
踊
っ
て
い
る
吉
野
山
狐

忠
信
と
ア
キ
ュ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
描

い
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
山
あ
げ
祭
が
中
止
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
来
年
は
開
催

で
き
る
よ
う
期
待
を
込
め
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
と
佳
作　

点
は　

月
か
ら

72

12

1
月
に
か
け
て
ア
キ
ュ
ム
車
内
に
展
示

さ
れ
ま
す
。

て
で
す
。
お
父
さ
ん
に
憧
れ
て
小
学
1

年
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
た
と
い

う
滝
さ
ん
は
「
緊
張
し
た
が
、
自
分
の

力
を
出
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

高
校
で
も
さ
ら
に
強
く
な
れ
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
一
方
、
5
歳
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を

始
め
た
と
い
う
小
森
さ
ん
は
「
関
東
大

会
に
出
場
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
大
会
よ
り
も
さ
ら
に
良
い
結

果
が
出
せ
る
よ
う
に
、
練
習
を
頑
張
り

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

南
那
須
中
3
年
の
滝
歩
夢
さ
ん（
下
川

井
）
と
烏
山
中
3
年
の
小
森
輝
星
さ
ん

（
向
田
）
が
所
属
す
る
矢
板
S
C
が　

月
10

　

日
松

に
開
催
さ
れ
た
高
円
宮
杯
J
F

17A
第　

回
全
日
本
U－

　

サ
ッ
カ
ー

32

15

選
手
権
大
会
の
県
予
選
会
で
優
勝
し
、

　

月
7
日
松

に
神
奈
川
県
横
須
賀
市
で

11開
催
さ
れ
た
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。

　

同
じ
チ
ー
ム
で
週
4
回
の
練
習
に
励

ん
で
い
る
と
い
う
滝
さ
ん
と
小
森
さ
ん
。

関
東
大
会
へ
の
出
場
は
2
人
と
も
初
め

滝
さん
、
小
森
さん

が

サ
ッ
カ
ー
で
関
東
大
会
出
場

更
な
る
活
躍
に
向
け
て
練
習
に
励
む

滝
さ
ん
（
左
）
と
小
森
さ
ん
（
右
）

国民体育大会クイズ
　国民体育大会に関するクイズの第　弾です！3
第　問（初級）…いちご 一  会 とちぎ大会の正式名称は

いち え

1
次のうちどれでしょう？
①第77回国民体育大会　②第77回全国障害者大会　
③第22回全国障害者スポーツ大会
第　問（初級）…本市で開催される、いちご一会とち2
ぎ大会の「正式競技」は次のうちどれでしょう？
①車いすバスケットボール　②アーチェリー　③ソ
フトボール
第　問（上級）…いちご一会とちぎ大会の目的に合わ3
ないものは次のうちどれでしょう？
①障がいに対する理解を深める　②成績を競い合い、
メダルの獲得数で順位を決める　③障がいのある人
たちが社会で活躍できるようになる
≪答え≫
第　問：③、2001年に第　回全国障害者スポーツ大1 1
会が宮城県で開催され、令和　年に第22回全国障害4
者スポーツ大会が栃木県で開催されます。
第　問：②、本市ではアーチェリー競技を実施します。2
第　問：②、いちご一会とちぎ大会は、周りの人が3
障がいに対する理解を深め、障がいのある人たちが
社会参加できるようになることを目的としています。

　
　

月　

日
掌

に
栃
木
県
知

11

15

事
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
す
る

中
で
の
選
挙
と
な
り
、
投
票

率
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
が
、
本
市
の
投
票
率
は

　
・　

％
（
県
全
体
：　

・　

％
）

46
19

38
73

で
、
県
全
体
で
6
位
、
県
内

の
市
で
は
1
位
と
、
高
い
投

票
率
と
な
っ
た
と
と
も
に
、

前
回
の
県
知
事
選
挙
に
お
け

る
本
市
の
投
票
率
（　
・　

％
）

39
32

と
比
較
す
る
と
、
6
・　

％
87

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
票
日
前
日
ま
で
の
本
市
の
期
日
前

投
票
率
は
、
当
初
か
ら
県
全
体
で
1
位

を
保
ち
続
け
、
全
投
票
者
の
う
ち
期
日

前
投
票
利
用
者
の
割
合
が　

・　

％
と

58

76

半
数
以
上
の
人
が
期
日
前
投
票
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
期
日
前
投
票
制

度
が
広
く
浸
透
し
て
い
る
と
と
も
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
識
の
高
さ
が
う

か
が
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

栃
木
県
知
事
選
挙
の
投
開
票
結
果

計女男

22,218人11,133人11,085人当日
有権者数

10,262人5,199人 5,063人投票者数

46.19％46.70％45.67％投票率

投 票 結 果

得票数候補者名届出番号
2,837票たのべ　隆男1

7,341票福田　とみかず2

開 票 結 果
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小
堀
会
長
は
「
会
員
の
努
力
や
周
り

の
人
の
支
え
に
よ
っ
て　

年
間
続
け
て

20

こ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
と
も

に
活
動
を
続
け
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や

自
分
の
思
い
な
ど
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
発
刊
さ
れ
た
作
品
集
は
、
市
内

図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
小
堀
会
長
（
緯
0
2
8

7－

　

－

2
6
0
8
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

82

く
だ
さ
い
。

　

か
わ
せ
み
の
会
（
小
堀
ひ
ろ
子
会
長
）
が

随
筆
集
「
か
わ
せ
み　

創
刊　

周
年
記

20

念
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。　

月　

日
晶

11

20

に
は
烏
山
公
民
館
で
配
布
会
を
開
催
し
、

会
員　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

11

　

か
わ
せ
み
の
会
は
、
平
成　

年
に
開

11

催
さ
れ
た
「
文
学
講
座
」
を
き
っ
か
け

に
結
成
さ
れ
、
今
年
で　

周
年
を
迎
え

20

ま
し
た
。
現
在
は　

人
の
会
員
が
、
研

14

修
会
や
執
筆
活
動
で
学
び
を
深
め
る
と

と
も
に
、
文
学
に
ま
つ
わ
る
地
を
巡
る

こ
と
で
会
員
同
士
の
親
交
を
深
め
て
い

ま
す
。

今
年
で
結
成　

周
年
！

20

か
わ
せ
み
の
会
作
品
集
を
配
布

　
　

月　

日
昌

、
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
で
放
送

11

11

さ
れ
て
い
る
「
U
字
工
事
の
旅
！
発
見
」

の
撮
影
が
市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
U
字
工
事
の
2
人
が
川
俣
純

子
市
長
を
案
内
人
に
、
烏
山
駅
を
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
で
出
発
。
山
あ
げ
会
館
や
烏
山

城
跡
入
口
の
寿
亀
山
神
社
、
ど
う
く
つ
酒

蔵
な
ど
市
内
の
観
光
名
所
を
巡
り
ま
し
た
。

ま
た
、
龍
門
の
滝
で
は
、
滝
に
ま
つ
わ
る

民
話
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
さ
れ
た
映
像
は
、　

月
3
日
昭

の

12

同
番
組
で
放
送
さ
れ
た
ほ
か
、
今
後
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
予
定
で
す
。

　

冊
目
の
作
品
集
を
手
に

20す
る
か
わ
せ
み
の
会
の
み

な
さ
ん

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
「
旅
！
発
見
」

U
字
工
事
が
市
内
を
巡
る

龍
門
の
滝
の
撮
影
風
景

　
　

月
1
日
掌

、
ワ
ン
チ
ー
ム
落
合
（
國

11
井
ひ
ろ
子
代
表
）
が
、
落
合
地
区
の
遊
休
農

地
を
活
用
し
運
営
す
る
「
お
し
ゃ
べ
り

農
園
」
で
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
開
催
し
、

地
域
住
民
な
ど　

人
あ
ま
り
が
参
加
し

90

ま
し
た
。

　

ワ
ン
チ
ー
ム
落
合
は
、
住
民
が
い
つ

ま
で
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
昨
年
7
月
、
同

地
区
の
自
治
会
を
中
心
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
主
に
、
農
作
業
を
通
じ

た
多
世
代
の
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま

落
合
地
区
「
お
し
ゃ
べ
り
農
園
」

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
で
地
域
交
流

す
。

　

当
日
は
サ
ツ
マ
イ
モ
ご
飯
や
豚
汁
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
同
士
で
食

卓
を
囲
み
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

國
井
代
表
は
「
近
年
少
な
く
な
っ
た

地
域
の
人
が
集
ま
る
場
所
や
イ
ベ
ン
ト

を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、
こ
の
活
動
を

始
め
た
。
今
後
も
、
幅
広
い
世
代
が
交

流
で
き
る
よ
う
地
域
で
協
力
し
あ
い
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

一
生
懸
命
サ
ツ
マ
イ
モ

を
堀
る
子
ど
も
た
ち

　

地
域
住
民
の
様
々
な
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
よ
う
と
、
自
治
会
な
ど
が
主
催
す
る

「
市
政
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
晶
に
は
、
境
地
区
自
治
会
に
よ

11

13

る
懇
談
会
が
旧
境
保
育
園
を
会
場
に
開
か
れ
、

各
自
治
会
長
の
ほ
か
、
市
3
役
や
関
係
職
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
防
災
関
連
や
境
公
民
館
の

今
後
の
活
用
な
ど
、　

項
目
の
意
見
に
対
し
、

24

市
の
考
え
方
や
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。

境
地
区
自
治
会

市
政
懇
談
会
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本
市
の
情
報
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
お

届
け
す
る
た
め
、
市
の
公
式
L
I
N
E

ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
政
情
報
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

観
光
情
報
、
災
害
情
報
な
ど
を
配
信
し

ま
す
の
で
、「
友
だ
ち
」
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
ア
カ
ウ
ン
ト
名

　

那
須
烏
山
市

○
ア
カ
ウ
ン
ト
I
D

　

＠
nasukara-1112

○
運
用
開
始
日

　
　

月
1
日
昇

～

12 友
だ
ち
募
集
中

市
公
式
L
I
N
E
は
じ
め
ま
し
た
！

※
L
I
N
E
を
利
用
す
る
に
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
L
I
N
E
ア
プ
リ
を

起
動
で
き
る
環
境
が
必
要
で
す
。

　

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
方
法

は
、
L
I
N
E
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https:

//guide.line.m
e/ja/signup-and-m

igrati

on/line-install.htm
l

）
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
L
I
N
E
に
投
稿
、
返
信
い
た
だ
い

た
内
容
に
は
、
原
則
、
返
信
・
回
答
を

し
ま
せ
ん
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
担

当
部
署
ま
た
は
ト
ー
ク
画
面
の
メ
ニ
ュ

ー
に
あ
る
広
聴
箱
か
ら
お
願
い
し
ま

す
。

※
配
信
の
対
応
時
間
は
、
原
則
、
平

日
の
午
前
8
時　

分
～
午
後
5
時　

30

15

分
で
す
。（
緊
急
情
報
の
場
合
は
、
こ
の
時

間
以
外
に
も
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

■
問
合　

総
合
政
策
課
緯
0
2
8
7

－

　

－

1
1
1
2

83

　

市
立
図
書
館
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
南
那
須
・
烏

山
図
書
館
に
そ
れ
ぞ
れ
1
台
ず
つ
図
書

除
菌
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
返
却
さ
れ
た
本
は
職
員

が
ア
ル
コ
ー
ル
で
消
毒
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
今
回
設
置
し
た
除
菌
機
は
、
送

風
に
よ
り
ホ
コ
リ
や
髪
の
毛
、
に
お
い

な
ど
を
除
去
し
、
紫
外
線
に
よ
り
除
菌

す
る
も
の
で
す
。

　

図
書
館
入
口
付
近
に
設
置
し
て
お
り
、

利
用
者
が
本
を
借
り
た
際
に
、
自
分
で

安
心
し
て
利
用
で
き
る
図
書
館
に

本
を
消
毒
す
る
除
菌
機
を
設
置

除
菌
機
を
操
作
で
き
ま
す
。
機
械
の
中

に
本
を
入
れ
、
扉
を
閉
め
て
か
ら
ボ
タ

ン
を
押
し
約　

秒
で
完
了
す
る
も
の
で
、

30

一
度
に
6
冊
ま
で
処
理
で
き
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
で
は
、
感
染
症
対
策
の

た
め
当
面
の
間
、
開
館
時
間
を
短
縮
す

る
な
ど
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
制

限
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
図
書
館
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

除
菌
機
を
使
い
本
を
消

毒
す
る
子
ど
も
た
ち

9
0
0
万
年
前
～
1
5
0
0
万
年
前

（ 
中  
新  
世 
）
の
海
の
時
代
の
後
、
陸
に

ち
ゅ
う 
し
ん 
せ
い

な
り
平
ら
な
地
形
を
作
っ
て
い
た
頃
、

周
辺
の
山
地
（
主
に
八
溝
山
地
）
か
ら
削

ら
れ
た
礫
が
、
川
を
伝
っ
て
運
び
込

ま
れ
堆
積
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
想
像
で
す
が
、
現
在

の
河
川
区
域
で
な
い
場
所
に
も
こ
の

層
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
荒
川
、

江
川
、
那
珂
川
は
一
つ
の
超
巨
大
大

河
だ
っ
た
の
で
は
？
と
古
代
の
ロ
マ

ン
を
感
じ
ま
す
。

　

次
回
は
、
関
東
ロ
ー
ム
層
を
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
、 
境  
林 

さ
か
い 
ば
や
し 
礫  
層 
を
紹
介
し
ま

れ
き 
そ
う

す
。

　

境
林
礫
層
と
は
、
約　

万
年
前
～

70

1
0
0
万
年
前（ 
更  
新  
世 
前
期
～
中
期
）の

こ
う 
し
ん 
せ
い

河
原
な
ど
に
た
ま
っ
た
砂
や 
礫 
、
泥

れ
き

か
ら
成
る 
陸  
成  
層 
で
す
。「
礫
」
は
、

り
く 
せ
い 
そ
う

砂
よ
り
も
粒
が
大
き
く
（
2
・
0
～　
75

ミ
リ
）丸
み
を
帯
び
て
い
た
り
角
ば
っ

て
い
た
り
と
、
様
々
な
形
を
し
て
い

ま
す
。
過
去
3
号
に
わ
た
り
紹
介
し

て
き
た
3
つ
の
地
層
（
八
溝
層
群
・
中
川

層
群
・
荒
川
層
群
）
を
覆
う
よ
う
に
広
く

分
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
那
須
烏
山
地
域
が
、
約

43

～
那
須
烏
山
市
の
地
層
特
集
～

境林礫層の境林礫層の境林礫層の

三箇の不整合三箇の不整合

直線を境にはっきりと地層が分かれている。上部が直線を境にはっきりと地層が分かれている。上部が境境
林礫層。（下部は10月号で紹介した荒川層群林礫層。（下部は10月号で紹介した荒川層群））

さかさかいい

ばやばやししれれききそそうう
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市の人口

着新

編
集
後
記

編
集集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

図書

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

〇
今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に　
12

月
で
す
。
今
月
は
、
年
末
に
向

け
忙
し
い
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
広
報
担
当
は

毎
年
、
今
月
号
の
校
正
や
編
集

後
記
を
書
い
て
い
る
傍
ら
で
1
月
号
を
進

め
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
年
末
年
始
の

関
係
か
ら
1
月
号
の
提
出
が
2
週
間
ほ
ど

早
い
ん
で
す
。
バ
タ
バ
タ
と
忙
し
く
も
年

末
年
始
に
向
け
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。（
個
人
的
に
1
番
の
楽
し
み
は
お
餅

で
す
竃
）

〇
今
年
の
冬
は
例
年
よ
り
暖
か
い
か
も
？

と
思
っ
て
い
た　

月
の
中
旬
で
し
た
が
、

11

下
旬
に
は
寒
さ
が
。
ス
ト
ー
ブ
と
こ
た
つ

か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
日
々
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
近
年
私
の
中
で
ブ
ー
ム
が
来
て
い

る
の
が
ミ
カ
ン
で
す
。
前
は
そ
こ
ま
で
好

ん
で
食
べ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

こ
最
近
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
。
多
い
日
に

は
1
日
3
個
も
。
ミ
カ
ン
を
食
べ
過
ぎ
る

と
手
や
足
が
黄
色
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の

理
由
は
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
と
い
う
色
素
が
脂

肪
に
つ
く
た
め
だ
そ
う
で
す
。
食
べ
過
ぎ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
す
（
笑
）

〇
先
日
、
M
さ
ん
と
グ
ミ
を
食
べ
て
い
た

時
の
こ
と
で
す
。
私
が
、「
コ
ー
ラ
味
よ
り

も
ソ
ー
ダ
味
の
お
菓
子
の
ほ
う
が
好
き
で

す
ね
～
」
と
い
う
と
M
さ
ん
が
、「
私
も
そ毅

う毅

だ毅

な
ぁ
」
と
。
一
気
に
寒
さ
が
増
し
、
上

着
が
欲
し
く
な
り
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

増　

子　
 
奈 　
 
那 （
義
雄
・
江
里
）森　
　

田

な 

な

齋　

藤　

み
つ 
葉 （
健
吾
・由
美
子
）南
大
和
久

は

大　

野　
 
莉 　
 
茉 （
裕
隆
・ 
愛 
）旭
2
丁
目

り 

ま

お
め
で
た

お
めめ
で
た

お
め
で
た

お
め
で
た

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
感
染
症
予
防
用
品
の
寄
附

　

㈱
C
a
m
e
l
i
a
（
大
窪
武
彦
代
表
取
締
役
）

か
ら
消
毒
用
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
3
千
本
が
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

ごごごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
第　

回
那
須
烏
山
市
秋
季
市
民
ソ
フ
ト

15

テ
ニ
ス
大
会
（　

月　

日
掌
、
緑
地
運
動
公
園
）

10

25

【
一
般
の
部
】
▽
優
勝
：
澤
村
祐
毅
、
青
山

裕
一　

▽
準
優
勝
：
大
野
雅
幸
、
黒
須
則

夫　

▽
第
3
位
：
川
面
正
男
、
川
面
淳
也

【
シ
ニ
ア
の
部
】
▽
優
勝
：
姿
和
男
、
澤
村

絹
代　

▽
準
優
勝
：
田
中
毅
、
肥
田
博　

▽
第
3
位
：
村
上
佳
代
、
木
下
光
司

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

■
社
会
福
祉
事
業
寄
附
金

　

黒
須
富
士
江
追
悼
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加

者
一
同
様
か
ら　

万
4
千
1
0
0
円
が
寄

25

附
さ
れ
ま
し
た
。

■
交
通
安
全
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
附

　

J
A
な
す
南（
荒
井
節
組
合
長
）か
ら
交
通
安

全
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
1
基
が
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、向
田
地
内
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

米
山
睦
夫
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）か
ら
9
万

5
千
円
、田
中
康
様（
千
葉
県
千
葉
市
）か
ら
4
万

円
、佐
藤
呂
信
様（
岡
山
県
玉
野
市
）か
ら
1
万
円
、

中
村
茂
之
様（
大
阪
府
吹
田
市
）、黒
川
博
史
様（
北

海
道
札
幌
市
）か
ら
5
千
円
、匿
名
希
望
者
様　
52

人
か
ら　

万
5
千
1
1
7
円
が
本
市
に
寄

73

附
さ
れ
ま
し
た
。

とちぎ結婚支援センター
20代の新規入会登録料が半額！
　とちぎ結婚支援センターでは、20代新規登録者の入会
登録料が半額となる優待キャンペーンを行っています。
○対象者　20代の新規登録者
○対象期間　10月　日昭～令和　年　月31日昌1 3 3
○登録料　通常　万円のところ半額の　千円1 5
　詳細は、栃木の結婚応援サイトで確認するか、とち
ぎ結婚支援センターあてお問い合わせください。
■問合　とちぎ結婚支援センター緯028－688－0880
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★図書館HPから新着図書が検索できます。★
http://www.lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

Information

市の人口市のの人人口市の人口市の人口

着着着着新新新新

編
集
後
記

図図図図書書書書
2020.11.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,287 女
死亡
転出

12,342

人口 24,629（－33）

世帯数 9,254

36
50

3
50

★一般図書★
『「治せる高血圧」を見逃すな！』

市原　淳弘
『政治家の覚悟』　　　　　菅　義偉
『サブスクリプション』　小宮　紳一
『はじめてのソロキャン完全ガイド』

BE－PAL編集部
『見果てぬ花』　　　　　浅田　次郎
『夢七日夜を昼の國』

いとう　せいこう
『浅草迄』　　　　　　　　北野　武
『完全犯罪の恋』　　　　田中　慎弥

★児童図書★
『きみを変える50の名言』佐久間　博
『子どもを守る言葉『同意』って何？』

レイチェル　ブライアン
『わくわく小惑星ずかん』　吉川　真
『撮り鉄Wクロス！』　　　豊田　巧

『「はたらく細胞」ウイルスの教科書』
清水　茜

『パンダのパンだ』　　　牛窪　良太
『ガチャガチャぽん！』

ナカオ　マサトシ
『クリスマスツリーをかざろうよ』

トミー　デ　パオラ
★CＤ★

『LEO-NiNE』　　　　　　　　LiSA
『STANDARD』　　　　矢沢　永吉
『♯TWICE　』　　　　　　TWICE3
『エール365日をつなぐうた』
『クリスマスオルゴール』

★DVD★
『記憶にございません！』

三谷　幸喜監督
『マチネの終わりに』　西谷　弘監督
『落語百選DVDコレクション』

俳　

句

水
野　

信
一　

選

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

ア
メ
リ
カ
の
選
挙
の
行
方
初
炬
燵

平
澤
フ
サ
子（
金　

井
）

 
掌 
に
錠
剤
数
個
霜
の
声

て
の
ひ
ら

佐
藤　

亮
子（　

旭　

）

秋
冷
や
孫
に
負
け
じ
と
老
駆
く
る

西
森　

一
雄（
南
大
和
久
）

那
須 
高  
嶺 
帽
子
に
岩
に
赤
と
ん
ぼ

た
か 
ね

古
内　

晴
代（
金　

井
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

癒
や
し
コ
マ
孫
の
作
っ
た
紙
細
工

石
原　

紀
男（
中　

央
）

初
恋
の
彼
女
歳
と
る
こ
と
知
ら
ず

小
堀　

翠
泉（
中　

央
）

裕
次
郎
真
似
て
煙
草
の
味
覚
え石

川　

義
郎（
興　

野
）

観
衆
と
共
に
戦
う
ア
ス
リ
ー
ト久

郷　

牛
歩（
高　

瀬
）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

鎮
守
社
に
な
ら
ん
で
座
り
ひ
と
休
み
爺
ち
ゃ
ん
と
犬

い
つ
も
の
木
陰
に　
　
　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

久
々
に
口
紅
を
つ
け
着
物
に
て
七
人
の
子
と
リ
モ
ー

ト
稽
古　
　
　
　
　
　
　
　

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

入
院
し
眠
れ
ぬ
夜
の
続
き
た
り
回
復
祈
り
励
む
リ
ハ

ビ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
田　

孝
子（
城　

東
）

山
道
を
も
ど
る
翁
の
ポ
リ
袋
ぽ
こ
ぽ
こ
ふ
く
れ
て
栗

が
ぎ
っ
し
り　
　
　
　
　
　

小
池　

千
秋（
小　

倉
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

那須烏山市ではスマートフォンやパソコンを
お持ちでない方に申込・設定支援を行っています。

マイナンバーカードの
申請はお早めに！

●2020年9月1日～2021年3月31日までの
　チャージorお買い物が対象！
●チャージやお買い物の際にマイナンバー
　カードは使用しません

マイナンバーカードを
取得

マイナポイントを
予約

キャッシュレス決済サービスの選択
マイナポイントを申込

チャージorお買い物

詳しくは市の特設ホームページもご覧ください。

■マイナポイントに関して
☎0120 95 0178（マイナンバー総合フリーダイヤル）
■申込支援窓口、カードリーダーライタの貸出しに関して
☎0287 83 1112（那須烏山市役所・総合政策課）
■マイナンバーカード申請・交付に関して
☎0287 83 1116（那須烏山市役所・市民課）

お問い合わせ先

烏山庁舎1階市民課内 受付時間： 9時～12時、
　　　　　13時～16時支援窓口
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2020.12
－
 N
o.183 －

な
す
か
ら
す
や
ま

広報
〒
3
2
1－

0
6
9
2

栃
木
県
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号

編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

八
溝
そ
ば
を
学
ぶ

上・中：学生が描いた
絵コンテ
下：試写会の様子

上：廣木さんの指導で水回しを行う
下：そば生地を伸ばす生徒

　

市
で
は
、
観
光
誘
客
や
教
育
に
活
用

す
る
た
め
、
市
内
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

民
話
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
が
進
め
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
取

り
組
み
に
対
応
し
た「
デ
ジ
タ
ル
観
光
」

の
一
環
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

通
じ
て
配
信
し
、
誘
客
に
つ
な
げ
る
と

同
時
に
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
晶

に
は
、
烏
山
公
民
館
で
、

10

30

第
1
話
の
完
成
試
写
会
が
開
か
れ
、

「
お
城
を
救
っ
た
牛
と
ヒ
ル
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
市
と
「
連
携
・
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
文
星

芸
術
大
学
の
学
生
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
　

月
5
日
昭

か
ら
3
回
に
わ
た
り
、

11
烏
山
高
校
の
3
年
生　

人
が
城
東
の

16

「
そ
ば
夢
サ
ロ
ン
梁
山
泊
」
で
、
そ
ば

打
ち
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
校
で
今
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
「
応
用
家
庭
」
の
授
業
の
一
環
と

し
て
、
市
の
特
産
で
あ
る
「
八
溝
そ
ば
」

を
通
じ
た
地
域
の
食
文
化
を
学
習
す
る

と
と
も
に
伝
統
継
承
を
目
指
す
も
の
。

2
回
目
の
授
業
と
な
っ
た　

日
昭

に
は
、

12

生
徒　

人
が
参
加
し
、
同
店
店
主
の
廣

14

木
克
臣
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
そ
ば
粉

の
計
量
や
そ
ば
粉
全
体
に
水
を
行
き
渡

ら
せ
る
「
水
回
し
」、
練
り
、
生
地
を
伸

ば
し
そ
ば
切
り
包
丁
で
切
る
作
業
な
ど
、

そ
ば
打
ち
の
一
通
り
の
流
れ
を
体
験
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ゆ
で
方
の
コ
ツ
な
ど

も
学
び
、
高
校
生
た
ち
は
、
自
宅
で
家

族
な
ど
に
自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を
振
る

舞
っ
た
よ
う
で
す
。

　

参
加
し
た
中
田
雅
さ
ん
（
野
上
）
は
、

「
1
回
目
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
、
上
達
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
。

そ
ば
打
ち
は
行
程
が
複
雑
で
、
練
り
方

1
つ
に
も
や
り
方
が
あ
る
の
で
難
し
い
。

前
回
は
祖
父
と
祖
母
に
打
っ
た
そ
ば
を

食
べ
て
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
で
、
今
回

は
父
と
母
に
も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

烏
山
高
生
が

の
絵
コ
ン
テ
を
制
作
し
、
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
市
民
で
つ
く
る
語
り
の
会
「
烏

山
語
り
の
会
」（
五
月
女
佳
子
会
長
）
と
「
い

か
ん
べ
民
話
の
会
」（
磯
田
ト
ヨ
子
会
長
）
が

担
当
。
か
わ
い
ら
し
い
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
と
方
言
を
生
か
し
た
語
り
が
融
合
し
、

参
加
者
か
ら
は
「
素
晴
ら
し
い
作
品
に

な
っ
て
い
る
」、「
声
の
抑
揚
を
つ
け
た

方
が
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
」
な
ど

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
発
刊
さ
れ
た
「
那
須
烏

29

山
の
民
話
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る　

話
40

の
う
ち　

話
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ

16

れ
、
映
像
は
、
来
年
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定
の
龍
門
ふ
る
さ
と

民
芸
館
で
放
映
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
観

光
周
遊
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
た
「
デ
ジ

タ
ル
民
話
地
巡
り
」
を
広
め
る
こ
と
で

観
光
誘
客
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
や

小
学
校
で
の
教
材
と
し
て
も
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
で
素
晴
ら

し
い
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
地
元
の
民

話
を
1
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
担
当
し
た
五
月
女
会
長
。
磯
田
会
長

は
、「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
民
話

も
良
い
作
品
に
で
き
る
よ
う
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

×文星芸術大学
民話語りの会

市の民話を
アニメーションに


